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戸、

戸崎、

低
温
性
餌
料
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
候
補

ー
汽
水
産
ワ
ム
シ
類

凶
シ
リ
ミ
ッ
ト
ゲ
ワ
ム
シ
、
日
フ
サ
ワ
ム
シ
属
の
一
種

。
力
メ
ガ
タ
ツ
ボ
ワ
ム
シ
、
日
ト
ゲ
ワ
ム
シ
属
の
一
種

(
い
ず
れ
も
被
甲
畏
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川
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戸h、、

着
任
あ
い

3 
こ
の
た
び
、
前
次
長
浅
加
信
雄
は
退

峨
さ
れ
、
そ
の
後
任
を
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
前
次
長
は
三
O
年
に
わ
た
っ
て
水

球
技
術
畑
を
一
筋
に
と
活
躍
さ
れ
、
誠

実
な
お
人
柄
で
木
県
水
産
業
界
の
振
興

に
尽
さ
れ
、
多
大
の
と
功
絹
を
桟
さ
れ

ま
し
た
。

私
は
水
産
利
用
加
工
の
研
究
機
関
か

ら
き
ま
し
た
の
で
、
用
一
夜
品
川
関
係
に
つ

い
て
は
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
と
指
婦
と
と
協
力
の
も
と
で
約

一

杯
努
力
す
る
考
え
で
す

さ
て
、
先
の
日
ソ
漁
業
交
渉
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
漁
業
を
と
り

ま
く
国
際
情
勢
は
、
加
速
度
的
に
厳
し

さ
を
贈
し
て
い
ま
す
。
と
の
様
な
伯
況

か
ら
わ
が
国
二
百
カ
イ
リ
水
域
内
の
資

源
の
見
直
し
と
と
も
に
資
源
管
理
型
漁

業
へ
の
移
行
、
つ
ま
り
力
育
て
る
漁
業

の
推
進
。
を
よ
り
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
必
要
性
が

一
段
と
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

さ
つ

側コーセイ印刷

次
) 11 
長

村

青森県東津軽郡平内町茂浦窓口177-55-2155/印刷

満

ホ
タ
テ
貝
増
養
殖
技
術
研
究
の
成
果

は
幾
多
の
試
練
を
の
り
越
え
、
沿
岸
漁

業
者
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
努
力

と
に
よ
っ
て
、
ホ
タ
テ
貝
を
陸
奥
湾
に

お
け
る
慕
幹
産
業
に
躍
進
さ
せ
た
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

島
近
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
く
、
こ
れ

ら
先
端
技
術
に
つ
い
て
水
産
分
野
で
の

技
術
開
発
と
導
入
は
、
水
産
業
に
新
た

な
発
展
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
大

き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
試
験
研

究
が
培
え
る
乙
と
が
当
然
予
測
さ
れ
、

新
し
い
技
術
革
新
制
代
の
要
請
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充

実
析
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
本
県
沿
岸
海
域
に
お
け
る
増

養
殖
漁
業
の
活
性
化
を
よ
り
一

一層
推
進

す
あ
た
め
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
と
指
導
の
程
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
c
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昭
和
六
十
一
年
度

事

業

計

場

部

漁、内
川
部長林
義
孝
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昨
年
は
急
潮
流
、
低
酸
素
水
、低
中
小
品

と
陸
奥
湾
の
特
徴
を
一不
す
現
象
を

一
と

お
り
お
さ
ら
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
漁
場
部
の
ス
タ
ァ
フ
は
昨
年
と
同
じ

陣
容
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
海
況

・
環
境
(
餌
料
水
質
底
筒
)

と
員
出
関
連
の
調
在
研
究
を
通
し
て
環

境
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
の
接
点
を
拡
げ
て

養
殖
管
理
の
情
報
・指
針
の
精
度
を
高
め

る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
-

「
海
況

・
環
境
部
門
」

ホ
タ
テ
カ
イ
等
の
氷
産
生
物
が
生
育

し
て
い
る
海
況

・
環
境
の
基
礎
的
な
観

測
調
資
を
行
な
い
漁
場
管
理
の
指
針
を

提
供
す
る
も
の
で
す
c

O
陸
奥
湾
海
況
同
動
観
測

ブ
イ
シ
ス
テ
ム
の
運
芭
管
理
及
び
観

測
資
料
を
整
理

・
解
析
し
関
係
者
が

利
用
し
や
す
い
情
報
と
し
て
提
供
す

る
。

(
三
津
谷
主
任
研
究
員
他
)

画

と

分

担

O
陸
奥
湾
海
況
予
報
補
完
調
査

ブ
イ
シ
ス
テ
ム
(
自
動
観
測
)
の
桁

完
と
し
て
、
ブ
イ
シ
ス
テ
ム
で
カ
バ

ー
す
る
中
の
で
き
な
い
面
(
広
が
り
)

の
調
盗
を
行
な
う
ミ4

(
中
谷
総
括
主
任
研
究
員
外
)

O
浅
海
定
線
観
測

陸
奥
湾
内

6
調
査
定
点
で
泌
洋
憐
造
、

餌
料
環
境
等
を
調
査
す
る
ご

(
中
谷
総
括
主
任
研
究
員
外
)

0
的
出
定
直
観
測

当
セ
ン
タ
ー
防
潮
泥
突
端
で
気
象
海

氷
温
の
定
同
(
午
前

9
時
)
観
測
を

行
な
う
コ

(
今
井
技
師
外
)

O
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
育
環
境
調
査

ホ
タ
テ
ガ
イ
と
そ
の
餌
料
と
の
関
係

に
つ
い
て
培
礎
的
な
調
査
を
す
る
ご

(
中
自
総
括
主
任
研
究
員
外
)

O
海
況
予
報
技
術
研
究

種
々
な
形
で
山
さ
れ
て
い
る
時
奥
向

の
海
況
に
係
わ
る
情
報
を
収
集
整
理

し
陪
奥
湾
海
況
の
予
報
技
術
を
研
究

す
る
。

(
林
部
長
外
)

「川
円
以
対
策
研
究
部
門
L

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
市
化
モ
ニ
タ
ー
、
原

因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
分
布
動
態
、
市
化

，-、、

〆ー『

予
報
技
術
の
精
度
向
上
、
な
ら
び
に

市
化
員
の
解
毒
、
低
毒
化
に
関
す
る

基
礎
的
な
研
究
を
行
な
い
ホ
タ
テ
ガ

イ
流
通
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
最

終
目
標
と
し
ま
す
3

O
重
要
貝
類
書
化
対
策
事
業

外
海
域
の
貝
類
毒
化
に
係
わ
る
事
を

調
査
す
る
つ

(
高
林
技
師
外
)

O
赤
潮
特
殊
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
予
察
事

業
陸
奥
湾
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
毒
化
に
係

わ
る
引
を
監
視
調
査
し
ま
す

(
艇
名
技
師
外
)

O
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
技
術
開
発
研

究
市
化
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
解
再
シ
ス
テ
ム

と
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
理
等
苓
礎
的
な

試
験
を
行
な
い
ま
す
っ

(
今
井

干支
自目1
タト

ほ
た
て
巨
(
部

《
Jψ
d山
禎
夫

人
事
異
動
で
陣
容
が
斐
り
ま
し
た
コ

田
巾
主
任
研
究
員
が
研
究
情
理
局
に
昇

任
し
て
水
産
試
験
川
崎
に
転
出
し
、
水
産

試
験
場
か
ら
兜
森
(
カ
プ
ト
モ
リ
)
技

師
が
転
入
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
六

0
年
度
の
ホ
タ
テ
ガ

イ
生
産
は
百
億
円
を
突
破
し
ま
し
た

(
漁
連
統
計
)
の
で
、
こ
れ
で
三
年
連

続
し
て
百
億
円
を
越
え
た
こ
と
に
な
り
、

産
業
と
し
て
の
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を
ま

す
ま
す
確
固
た
る
も
の
に
し
た
と
い
え

ま
す
c

し
か
し
、
安
心
そ
し
て
い
る
訳
け
に

い
か
な
い
現
象
も
み
ら
れ
ま
す
=

昨
年
駄
の
陸
奥
湾
に
お
け
る
養
箔
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
貝
の
成
長
が
著
し

く
思
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
警
戒
を
要

し
ま
す
一一

ま
た
、
民
間
近
み
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、

ラ
l
パ
の
全
出
現
数
の
中
で
付
着
ま
で

残
る
割
台
が
さ
が
っ
て
き
て
い
る
乙
と

が
あ
り
ま
す
。

外
海
域
に
お
い
て
は
、
稚
貝
放
流
に

よ
っ
て
次
第
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
地

域
が
あ
り
ま
す
が
、
放
流
用
稚
貝
が
依

然
と
し
て
陸
奥
湾
依
存
型
と
な
っ
て
い

ま
す
ご
出
来
る
だ
け
早
く
陸
奥
湾
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
陸
奥
湾

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
体
制
で
、

良
い
種
苗
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
情
勢
な
ど
を

考
慮
し
て
、
次
の
課
題
を
中
心
に
調
査

制
究
を
進
め
ま
す
。

戸園、

戸画、

一
、
稚
貝
の
活
力
判
定
研
究

O
成
長
不
良
や
異
常
員
の
出
現
に
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
理
的
活
力
の
問

題
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

活
力
の
有
無
(
特
に
稚
貝
期
)
を

判
定
す
る
指
標
を
見
出
す
た
め
の

研
究
を
進
め
ま
す
。

(
平
野
総
括
主
任
研
究
員
他
)

二
、
陸
奥
湾
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

O
天
然
採
苗
に
対
す
る
迅
速
、
的
確

な
情
報
の
提
供
と
、
健
苗
育
成
の

た
め
の
適
正
養
殖
管
理
に
関
す
る

試
験
や
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

O
地
ま
き
に
つ
い
て
、
全
湾
の
状
況

を
調
査
し
漁
場
管
理
の
適
正
化
を

指
導
し
ま
す
。

(
対
馬
技
師
他
)

O
増
殖
セ
ン
タ
ー
の
モ
デ
ル
養
殖
試

験
と
、
年
二
回
の
養
殖
実
態
調
査

な
ど
か
ら
、
へ
い
死
を
起
さ
な
い

安
定
生
産
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

(
榊
技
師
他
)

三
、
外
海
域
に
つ
い
て
の
調
査
試
験

O
付
着
数
の
多
い
陸
奥
湾
の
採
苗
器

の
稚
員
を
利
用
し
て
(
殻
長
二

l

八
ミ
リ
程
度
)
、
外
海
域
で
中
間

育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
流

用
の
種
苗
を
安
定
し
て
確
保
す
る

方
法
を
立
証
し
ま
す
。

(
兜
森
技
師
他
)
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部
長千
葉

ま
ず
初
め
に
、
内
月
の
異
動
で
金
田

一
技
師
が
栽
折
漁
業
公
社
へ
転
山
し
、

新
た
に
水
産
物
加
工
研
究
所
か
ら
柳
俗

技
師
が
加
わ
れν
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
訓
宣
及
び
試
験
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
ア
ヲ
ビ
増
殖
試
験

ア
ワ
ビ
(
マ
タ
カ
)
の
人
工
採
苗
試

験
を
行
う
。

(
松
坂
技
師
他
)

二
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
人
工
採
苗
試
験
を
行

う
。

(
須
川
総
括
主
任
研
究
員
他
)

=
一、
サ
ザ
エ
増
矯
試
験

稚
日
放
流
を
行
い
追
跡
調
査
に
よ
り

増
殖
方
策
を
検
引
す
る
。

(
須
川
総
括
主
任
研
究
員
他
)

問
、
ア
カ
ガ
イ
種
雨
量
障
技
術
開
発
試

験人
工
採
苗
に
よ
る
種
苗
量
産
肢
術
の

向
上
を
図
る
。

$l'定吉岡告知《喜岡<$同<$回告知<$<lQC:l同d言回妥言回公吉岡妥言回

(川
村
技
能
技
師
他
)

五
、
ナ
マ
コ
印
刷
殖
試
験

天
然
及
び
人
工
に
よ
る
種
苗
生
産
訊

3 

戸『

~、

E巴

験
を
行
う
と
北
ハ
に
、
こ
の
縄
問
で
増
殖

試
験
を
わ
う
。

(
松
坂
肢
師
他
)

ぃハ
、
ア
ワ
ビ
大
尉
模
摺
殖
均
開
発
調
査

内
糠
地
区
で
事
業
の
…別
出前
調
企
を
行

う
。

(
松
坂
怯
師
他
)

じ
、
ア
カ
ガ
イ
保
投
水
出
my

ロ
理
引
業
訓

金昨
年
と
同
日
間
、
芦
崎
湾
に
於
い
て
ア

カ
ガ
イ
稚
貝
の
放
流
と
放
流
稚
凶一の
成

長
崎
一吋
を
中
心
に
諸
調
査
を
実
施
す
る
九

(柳
付門
技
師
他
)

魚

委員

部

。
部
長田
村

員
通

近
年
川
合
漁
業
を
と
り
ま
く
仙
勢
は

厳
し
い
も
の
が
あ
わ
J

、
今
後
、
増
々
、

仙川
岸
漁
業
の
重
安
性
が
増
し
て
く
る
た

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
コ
そ
の
よ
う
な
状

況
の
巾
で
今
ま
で
の
事
業
に
加
え
本
年

度
よ
り
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
増
嫡
試
験
を
実

施
す
る
こ
と
と
な

P
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
も
含
め
て
、
ふ
年
も
沿
作
漁
業
の
一
発

民
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
通
じ

て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
の
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
マ
ダ
一フ
増
硝
試
験

マ
ダ
一
フ
種
苗
生
産
手
法
の
採
点
と
生

態
訓
伐
を
前
匂
に
引
続
き
実
施
し
ま
す
。

(
同
村
部
長
他
)

二
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
室
産
ぶ
験

ヒ
ラ
メ
の
栽
培
漁
業
化
へ
向
け
て
種

市
生
庄
校
術
の
向
上
を
は
か
り
、
ま
た
、

杓

っ
た
純
南
を
H
ぶ
泌
に
放
流
し
て
放

流
創
出
の
検
証
を
行
な
い
ま
す
。

(
福
田
技
能
技
師
他
)

三
、
ト
ゲ
ク
リ
ガ

ニ
増
殖
試
験

(
別
項
で
内
容
説
刷
)

(
占
出
技
師
他
)

凶
、
低
温
性
餌
料
山
光
試
験

昨
年
に
引
続
き
マ
ダ
一フ
、
マ
コ
ガ
レ

イ
等
の
冬
期
に
発
生
す
る
重
要
魚
種
種

市
町
ぃ時
に
お
い
て

一
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ま

で
の
附
刊
行
削
育
に
必
安
な

0
・4
一
i
o-

-
-一一
ミ
リ
程
の
生
物
飼
料
す
な
わ
ち
、

初
期
餌
制
の
開
発
を
行
な
い
ま
す
。

(塩
垣
主
任
研
究
員
他
)

川
、
さ
け
ま
す
居
勉
事
業
制
否

陪
奥
湾
内
に
お
け
る
放
流
サ
ケ
税一け

の
州
遊
移
動
、
成
長
お
よ
び
環
境
条
件

を
明
ら
か
に
し
、
よ
めJ
有
効
な
放
流
手

法
を
検
討
し
ま
す
c

(
中
田
技
師
他
)

(
ドム
綴
肢
師
が
漁
業
振
興
課
へ
転
出

し
中
田
技
師
が
着
任
し
ま
し
た
c
)

戸、

-、、j毎

草

部

部
長小
田
切
譲

同
月
の
人
事
移
動
で
、
漁
業
振
興
諜

へ
松
山
さ
れ
た
足
助
前
部
長
に
代
っ
て

私
いが
水
産
試
験
場
よ
り
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
一
引
業
が

一
つ
加
わ
り
ま
し
た
本

年
度
の
ト
ヰ
な
事
業
と
担
当
は
次
の
と
お

り
で
す

一
、
優
良
海
藻
作
出
研
究

(新
規
)

県
内
に
『
分
布
す
る
コ
ン
ブ
目
藻
類

を
対
象
と
し
て
、
交
配
及
び
バ
イ
テ

ク
技
術
に
よ
る
優
良
品
種
の
作
出
法

と
大
量
培
養
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(
能
登
谷
総
括
主
任
研
究
員
他
)

二
、
モ
ヅ
ク
養
殖
試
験

イ
シ
モ
ヅ
ク
の
午
態
研
究
、
人
て

及
び
天
然
採
苗
試
験
を
実
施
し
、
養

殖
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

(
能
登
谷
総
括
主
任
研
究
員
他
)

一二
、
エ
ゴ
ノ
リ
増
殖
試
験

エ
ゴ
ノ
リ
の
生
態
研
究
及
び
大
量

採
苗
ト
刀
法
の
検
討
を
行
な
う
。

(
桐
原
技
師
他
)

四
、
ワ
ニ
増
殖
試
験

ワ
ニ
の
寵
養
殖
に
つ
い
て
、
餌
料

条
件
、
照
餌
量
、
飼
育
期
間
等
を
試

験
し
、
空
ワ
ニ
資
掠
の
有
効
利
用
を

検
訂
す
る
。(

岨
村
主
任
研
究
員
他
)

五
、
大
規
模
増
殖
場
開
発
関
連
調
査

ア
ワ
ビ
、
ワ一一
、
コ
ン
ブ
の
増
産

を
目
的
と
し
た
掴
短
場
の
有
幼
利
用

管
理
方
法
等
を
検
討
す
る
。

(小
田
切
部
長
他
)

六
、
放
流
漁
場
高
度
利
用
技
術
開
発
事

業

ア
ワ
ビ
育
成
技
術
、
放
流
ヰ寸
法
に

つ
い
て
改
善
を
図
る
と
共
に
、
漁
獲

方
法
を
検
討
し
、
効
一説
的
ア
ヲ
ヒ
栽

情
漁
業
の
定
着
を
推
進
す
る。

(
桐
原
技
師
他
)

七
、
電
源
立
地
地
域
福
排
水
対
策
事
業

調
育ワ
カ
メ
の
養
成
試
験
を
行
な
い
、

当
該
地
域
に
お
け
る
養
殖
適
正
を
調

べ
る
3(

能
登
谷
総
括
主
任
研
究
員
他
)

八

地

域
治
岸
開
発
モ
デ
ル
調
査

三
厩
村
地
先
漁
場
の
現
状
と
利
用

実
態
と
を
調
べ
、
当
海
域
に
お
け
る

《
理
的
で
効
率
的
な
漁
場
総
角
開
発

の
モ
デ
ル
作
成
の
た
め
の
調
査
を
す

る
。

(
能
登
谷
総
括
主
任
研
究
員
)
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(
情
巣

・
卵
巣
)
は
大
き
く
張
り
ま
す
。

し
か
し
低
い
水
温
が
あ
ま
り
長
く
続
く

と
、
ほ
民
は
有
効
に
産
卵
し
な
く
な
り

ま
す
内
母
貝
が
卯
や
一藤
一む
に
は
、
水
温

か
上
昇
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
一

出
和
白
年
の
低
水
温
の
怖
の
事
は
、
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
事
と
思
い
ま
す
一

今
年
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

採
苗
の
見
通
し

出;;jÞ民~~民~民;:iÞ民争民~民;;jÞ民~同~民~民;;jÞ民;:iÞ

O
今
年
の
冬
は
寒
か
っ

た

今
年
の
冬
は
未
曾
宵
の
大
雪
と
な
り
、

気
温
も
低
い
日
が
続
ぐ
と
い
う
、
厳
し

い
冬
で
し
た
:
海
の
中
も
厳
寒
の
影
轄

を
受
け
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
平
年
よ

り
低
水
温
が
続
き
ま
し
た
っ

陸
奥
湾
の
よ
う
に
閉
鎖
性
が
強
く
、

水
探
の
浅
い
内
湾
で
は
、
海
視
は
気
候

に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
気
温
が
低

い
と
水
温
も
下
が
り
、
時
化
が
続
く
と

深
い
所
ま
で
か
き
ま
わ
さ
れ
ま
す
《

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
と

っ
て
低
い
氷
掃
が

い
い
影
響
を
与
え
る
の
か
、
悪
い
影
響

冷
一与
え
る
の
か
は
、
難
し
い
問
題
で
す

ボ
タ
テ
は
一
疋
来
寒
い
一伐の
生
物
で
す
か

ら
、
ア
ワ
ビ
等
と
は
異
な
り
低
氷
温
で

宛
ぬ
よ
う
な
事
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん

し
か
し
極
端
に
水
温
が
低
い
場
向
に
は

成
長
を
止
め
ま
す
内

一
般
に
陸
奥
湾
の

ホ
タ
テ
は
夏
に
障
害
輸
(
成
長
が
止
ま

っ
て
形
成
さ
れ
る
ホ
タ
テ
の
年
輪
)
が

で
き
ま
す
が
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

ホ
タ
テ
は
冬
に
開
討
輸
が
で
き
ま
す
コ

青森県水産増殖センターだより第36号

ほ
た
て
貝
部
技
姉

針

馬

廉

介

も
ち
ろ
ん
ぶ
同
は
成
長
だ
け
で
な
く
、

産
卯
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
-

御
存
知
の
よ
う
に
ポ
掘
が
ほ
い
ほ
と
卯

O
風
が
吹
け
ば
桶
層
が
儲
か
る
か
?

弘
、
、
が
寒
け
れ
ば
水
温
が
低
ぐ
、
水
温

C 
15 

一氏
浦
抱
先
表
面
水
墨

《

H

V

F

h
J

% 
30 

20 

生

殖

巣

指

数

10 

/ー、

戸画、、

60年一61:i手の水;~

60年12月 61年 |月 2月 3月

第 |図 茂浦表面水温と生殖巣指数

(生殖巣重量 軟体部重量x102) の変化

5月4月

Fヘ

が
低
け
れ
ば
卵
が
大
き
く
張
る
の
な
ら

ば
、
今
年
の
卯
は
大
き
く
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
卵
は
大
き

く
な
わJ
ま
せ
ん
で
し
た
。
風
が
吹
い
て

も
常
に
桶
屋
が
儲
か
る
と
は
隈
ら
な
い

の
で
す
ご

有
効
な
産
卯
を
行
な
う
位
只
は
、
垂

下
養
殖
の

2
年
貝
、
地
ま
き
で
は

3
年

貝
か
ら
と
号
一
口
わ
れ
て
い
ま
す
こ

こ
れ
等

の
貝
を
中
心
に
成
熟
度
調
査
を
行
な
っ

た
結
果
が
第

1
図
で
す
。
今
年
の
母
貝

は
水
温
の
劃
に
大
き
く
な
ら
な
か

っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
理
由
は
明

確
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
ど
う
や

ら
犯
人
は
垂
下
養
殖
の
1
年
貝
(
半
成

貝
)
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
3

一セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
L

を
読
ん
で
い

る
皆
さ
ん
も
気
付
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
昨
年
は
採
苗
成
績
も
良
好
で
、

例
年
に
比
べ
大
量
の
稚
貝
が
中
間
育
成

59/1 

I I 
! i 

fJ¥ 
¥ 

¥ 

¥ 

、、

7月

¥/[ 

8.000 

6.000 

7.000 

∞
∞
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F
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4

 

一フ

l
ハ
出
現
数
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8.000 
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6，00日

D

O

D

O

 

D

O

D

O

 

D

O

D

0

 

5

4

3

2
 

ラ

l
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(
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湾
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均

戸画、

3.000 

2.000 

1.000 

1，000 

6月

昭和56-61年のラーバ
出現数(全湾平均)の変化

第 3図61年のラーパ出現状況第 2図
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さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
小
さ
い
と
は
一
吉
え
、

育
ち
擦
り
の
彼
等
の
事
で
す
。
湾
内
に

あ
る
餌
を
大
量
に
消
費
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
成
貝
も
価
格
の
低
迷
や
成
長

不
良
か
ら
水
揚
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
半
成
貝
も
成
貝
も
米
植

は
同
じ
な
の
で
す
か
ら
、
2
年
同
は
餌

不
足
か
ら
成
熟
不
良
に
な
っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
人
間
の
場
合
で
も
妊

婦
の
栄
養
状
態
が
良
く
な
け
れ
ば
、
胎

児
の
成
長
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
タ

テ
も
同
じ
こ
と
で
す
。
稚
員
が
大
量
に

と
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

貝
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
の
首
を
締
め

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

信=可這言(]~~0j;言同這言同需主回~~~同妥言同信言同~同

0
と
こ
ろ
で
一
フ
l
ハ
は
:
:
:
?

低
め
の
水
温

・
成
熟
度
の
低
さ
と
、

不
安
材
料
が
あ
っ
た
幕
明
け
と
な
っ
た

今
年
の
ラ

i
パ
調
査
で
し
た
が
、

「
採

苗
速
報
し
で
御
存
知
の
と
お
り
、
数
量

・
成
長
共
に
今
の
所
は
、
順
調
な
状
況

で
す
。
特
に

5
月
日

l
m日
に
行
な
っ

た
7
回
目
の
調
査
で
は
、
全
出
現
数
も

二
O
Oミ
ク
ロ
ン
以
上
の
出
現
数
も
、

非
常
に
多
ぐ
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
夏

泊
半
島
東
岸
よ
り
大
湊
湾
に
至
る
、
東

湾
中
央
海
域
に
舌
状
に
張
り
出
し
た
濃

密
群
を
は
じ
め
、
西
湾
も
例
年
に
比
べ
、

多
量
の
-
フ
l
パ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

5 

戸園、

戸画、

に
よ
る
も
の
で
す
。

今
年
の
一
フ

l
パ
の
特
徴
は
、
成
長
が

進
ん
で
い
な
が
ら
、
数
が
今
の
所
減
っ

て
い
な
い
点
に
あ
る
よ
う
で
す
。
今
後

も
油
断
は
で
き
な
い
も
の
の
、
ま
ず
は

一
安
心
と
い
う
所
で
し
ょ
う
。

贈
殖
セ
ン
タ
ー
で
試
験
的
に
投
入
し

て
い
る
採
苗
器
に
は
、
4
月
叩
日
j
5

月
ロ
日
の
川
に
、
青
森
仰
で
百
個
/
袋

野
辺
地
沖
で
山
個
/
袋
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
付
着
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

守
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
』
が
皆
さ
ん
の
御

手
正
に
と
ど
く
こ
ろ
に
は
、
採
苗
器
に

は
元
気
な
稚
貝
が
た
く
さ
ん
付
着
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ト
ゲ
ク
リ
ガ
二
の
生
態
と

調
査
計
画
に
つ
い
て

ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
は
魚
屋
の
百
頭
で
は

「
む
つ
湾
主
力
一
一

」
等
の
名
称
で
必
ら

れ
て
い
ま
す
。
主
と
し
て
花
見
頃
に
漁

獲
さ
れ
、
青
森
の
花
見
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
水
産
物
で
す
。

本
年
度
よ
り
五
ヶ
年
川
の
計
画
で
ト

ゲ
ク
リ
カ
ニ
摺
殖
試
験
を
行
な
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
ま
で
判
っ

て
い
る
ト
ゲ
ク
リ
カ
ニ
の
生
態
と
、
当

面
や
ろ
う
と
し
て
い
る
調
査
計
画
に
つ

い
て
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー、

分
布
と
漁
獲
量

ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
は
主
と
し
て
北
海
道

で
獲
れ
る
ケ
カ
二
と
近
縁
で
あ
り
、
む

魚
類
部
長

田

村

員

通

つ
湾
を
は
じ
め
、
北
海
道
太
平
洋
側
か

ら
岩
手
仰
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。
漁
獲
物
統
引
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と
は
判
り
ま
せ

ん
が
む
つ
湾
程
多
く
漁
獲
さ
れ
る
所
は

他
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
普
及

所
の
調
査
結
果
か
ら
五
五

1
五
九
年
に

か
け
て
の
漁
獲
量
に
つ
い
て
み
る
と
む

つ
湾
で
年
川
六

0
1
九
0
ト
ン
の
水
揚

が
あ
り
、
水
揚
金
額
も
六

1
七
千
万
円

に
達
し
ま
す
。
人
が
折
角
増
殖
手
法
を

開
発
し
、
多
く
の
漁
獲
量
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
も
単
価
が
安
け
れ
ば
そ

の
効
果
は
薄
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
川
崎
当
単
価
は
平
均
八

O
O円

，.-、

，園、

前
後
(
ホ
タ
テ
二
0
0
1
四
O
C円
)

と
高
く
、
そ
の
よ
う
な
面
で
は
有
利
な

条
仰
を
も
っ
て
い
る
種
類
と
云
え
ま
し

ょ'フ
。

2
、
産
卵

産
卵
に
つ
い
て
は
良
く
判
っ

て
い
ま

せ
ん
が
、
他
の
カ
ニ
類
と
同
僚
腹
に
卵

を
抱
ぐ
、
す
な
わ
ち
、
カ
ニ
の
ア
ン
ド

シ
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
卵
を
抱
え
、
そ

の
卯
か
ら
カ

ニ
の
幼
生
か
ふ
化
し
ま
す

(
腹
に
卯
を
抱
え
た
雌
ガ
ニ
を
外
仔
卯

を
も
っ
た
カ
ニ
と
一五
い
ま
す
)
。
こ
の
外

村
卯
を
も
ヲ
府
間
は
栽
培
漁
業
セ
ン
タ

ー
宮
古
事
業
射
の
結
果
に
よ
れ
ば
一

O

月
頃
で
、
こ
の
外
仔
卵
は

一
l
二
月
に

ふ
化
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
花

見
頃
の
雌
ガ
ニ
に
は
甲
羅
の
中
に
ホ
色

の
卵
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
外
仔

卯
と
し
て
腹
に
抱
え
ら
れ
る
前
の
段
階

の
卯
で
す
。
青
森
県
で
は
こ
れ
ま
で
こ

の
外
仔
卯
を
も
っ
た
雌
ガ
ニ
の
発
見
情

報
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
資
源
を
維

持
す
る
に
は
外
仔
卯
を
も
っ
た
雌
が
獲

れ
な
い
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、

そ
の
生
態
を
知
る
上
で
は
外
仔
卵
を
も

っ
た
個
依
を
発
見
す
る
こ
と
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
、
各
普
及
所
、
漁
協
を
通

じ
情
報
を
収
集
す
る
と
共
に
、
当
セ
ン

タ
ー
で
も
漁
獲
試
験
を
行
な
い
外
仔
卵

を
も
っ
た
雌
ガ
ニ
の
確
保
に
努
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

3
、
浮
遊
幼
生
お
よ
び
稚
ガ
ニ

ふ
化
し
た
て
の
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
は
ゾ

エ
ア
、
メ
ガ
ロ
パ
と
呼
ば
れ
る
浮
遊
生

活
期
を
送
り
ま
す
が
、
ふ
化
後
五
五
日

ぐ
ら
い
で
親
と
同
じ
形
を
し
た
稚
カ
ニ

と
な
り
ま
す
。
む
つ
湾
で
は
こ
れ
ま
で

の
採
集
結
果
か
ら
四
1
五
月
に
メ
ガ
ロ

パ
期
の
浮
遊
幼
生
が
発
見
さ
れ
ま
す
。

稚
ガ
ニ
は
五

1
六
月
に
海
中
に
吊
る
し

た
網
等
に
付
着
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
特
に
ホ
タ
テ
の
採
苗
器
に
も

多
く
の
稚
ガ
ニ
が
つ
い
て
い
る
の
は
ホ

タ
テ
の
採
苗
に
携
わ
る
方
々
な
ら
周
知

の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ト
ゲ
ク

リ
ガ
ニ
の
増
殖
を
考
え
る
場
合
、
種
苗

生
産
も
一
ヲ
の
手
法
で
す
が
、
こ
の
付

着
稚
ガ
ニ
が
簡
単
に
多
数
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
こ
の
稚
ガ
ニ
を

集
め
て
中
間
育
成
な
り
、
養
殖
す
る
方

が
よ
り
速
効
的
方
法
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

こ
の
椎
ガ
ニ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
集
め
ら
れ

る
か
も
増
殖
手
法
検
討
上
で
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
で
む
つ
湾
内
で
漁
獲

の
多
い
地
先
四
ヶ
所
に
採
苗
器
を
設
置

し
、
そ
の
状
況
を
み
た
い
と
計
画
し
て

い
ま
す
。
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ま
た
、
浮
遊
則
の
幼
生
の
量
も
試
験

船
に
よ
る
採
集
調
伐
か
ら
川
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

同'$>民'$>民;:)D民主b民'$>民:;;t回'$>民主b民主b民主b民;:)D民;:)D出:$>

4
、
山判
長

成
長
に
つ
い
て
も
以
く
判
っ

て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
飼
育
結
果
か
ら

ふ
化
後

一
ヶ
年
ぐ
ら
い
三
二

g
前
後

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

五
r
i
三

F)
g
の
尚
品
サ
/
ス
に
な

る
に
は
数
年
を
要
す
る
と
考
え
己
れ
ま

す
一
今
後
、
稚
ガ
二
を
継
続
削
内
す
る

こ
と
、
お
よ
ひ
、
漁
獲
さ
れ
る
ト
ゲ
ク

青森県水産増殖センターだよ り第36号

リ
ガ
ニ
の
測
定

(
川中
長
、
中
師
、
体
重
、

生
梢
腺
豆
以
等
)
を
辿
じ
て
此
ぷ
の
什

β
を
追
求
し
た
い
と
い
巧
え
て
い
ま
す

-O
、
訓
行
川
州
に
つ
レ
て
の
ま
と
め

以
上
述
べ
て
き
た
計
画
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
ま
す
と
表
お
よ
び
図
の
よ
う

に
な
ジ
ま

ず

こ

の
よ
う
な
生
態
を
主

体
と
し
た
川
行
を
こ
こ

い
$
刊
続
け
、

生
態
冷
一
則
ら
か
に
す
Z
u--こ
と
も
に
削
育

誌
肢
を
行
い
ま
す

情
報
収
長
お
よ
ひ

訓
企
に
ご
協
力
ド
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す

数字 59年漁J重量(卜ン)

@浮遊幼生の採集

・ 卜ケ クリ力二採苗i式験
A I見力二採集試験

トゲク リ力ニ調査地点図

o 5 IOkm 

戸園、

戸『

トゲクリガニ増殖試験調査計画

試験項 自 期 間 調査海域または場所

1. i魚 獲 i式 男貴 10 ~ 12 月 野辺地沖

2 .浮遊稚{子介布調査 4 -6月・ |ー 3月 川内・野辺地-小湊・蟹田j中

3 .採 苗 E式 有責 4 - 6月・ 3月 // 

4 .漁獲物調査 (測定) 4 -6月・ 1-3月 // 

5 .飼 =同R 試 E貴 周 年 |センタ ー内

昭和61年度
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

試
験
船
白
鳥
丸
(
七

・
O
二
ト
ン
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
六
O
P
S
)
を

六
月
に
先
却
予
定
。
詳
細
は
世
話
、

O
一
七
七
i
五
五
!
一二

五
五
ま
で
。

(
総
務
護
)

戸画、

昭和61年度水産増殖センター職員配置
戸画、

室 長 i~ì藤教夫主査 . fi，7(宇I:;'fi主査 ・和国字社I校能技師
正悦) 盛善道技能技師

一一 総務

鈴木

部長 中谷肇総括王任研究員 ・三津谷正主任研究員

義孝) 高林信雄技師 ・今井美代子技師 ・蛇名政仁枝師

一一総折研究官J1ll只 平野忠総括主任研究員 ・兇森良則技師

(はたて 貝部長) 針馬廉介技師 ・榊昌文技師
所 長 一一ーヲ (青山村1夫)

ゆ乙尾 菩蔵レ------- 一一只 頬 音r;長一一須川人志総括主任研究員 ・柳谷121技師 ・松坂洋技師
~ (千葉 県) 荒田茂技師 鹿内満春技能技師 ・川村要技能技師

~次 長 |

(川村 出j) ト-.¥>，I、領
(田村

一一漁場

(n 

部長 塩垣優主任研究員 ・吉田秀雄技師 ・中回健一技師

!1[-i通) 福田慎作技能技師 ・五十嵐!fll明技能主事

トーJ毎草部長 能登谷正{計昔、括主任研究員 ・槌村康主任研究員 ・

(小田切譲二) 桐原慎二技師 ・木村幸子技能主事

」ーーなっとま り一一 浜田勝雄船長 ・横浜昌夫機関長 ・鈴木常雄一等航海士 ・

本間直吉甲板長 ・長津司臨時労務補助員


